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処　 分　庁　　　　　　　　　ト ハ ‥‥‥
大阪市住之江区保健福祉センター淅長

j審 査 請 求 人 が ．平 成 １ ８ 年:レ2 月卜19 日 付 け で 提 起 し た 生 活 保 護 法 に

基 づ く 保 護 変 更 決 定 処 分 等 に 係 る･審 査 請 求 に つ い て 、次 の と お.り 裁 決 す

る ．　　　　　　　 犬　卜　　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　し
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１　平成１８年１０月ｌａ日付けで処分庁が行った生活保護法に基
づく保護変更決定処分を取り消す。　 ／　　　　　　　　　　　ｙ

２　。平成１８年９月４日付けで審査請求人が行った生活保護法に基
・づく･保護開始申請に対するみなし却下決定に係る請求につい｡ては、
これを､棄却する。　　　▽　二　　　　　　　　　　　　　　　　　▽

理

第 １　審査請求の趣旨及び理由

１ 審 査請 求 の趣 旨

由

／　本件審査請求の趣旨は、①平成１８年９月４日付けで審査請求人
（`以下「請求人」ごと･いう」）が｡行った生活保護法‘（以下「法」とい
うj） に゙基づく保護開始申請に対するみなし却下決定（以･下「本件
みなし却下決定」という。）を取り消すこと、②処分庁が同年１０
月１ ３!日付けで行った法に基づく保護変更決定処分（r本件変更決
定）と･いう。）を取り消すこと、･③同年９月４日付けで請求人に几対

卜ｔ て生活保護を開始し、｡単身世帯として生活扶助費等を支給するこ
と、を求jめる､ものと解される。 ＼

２　 審 査請求の理由

本件審査請求 の理由の要旨は、 次のとおりで'あ る。

（亅 ）　誚求人は、一後述のように、･平成亅 ８年９月４日に、保護の開
・　始の申請を行っている･。大阪市住之江区保健福祉センター（以下
「センター」。という。）の担当職員も√当然、そのことを承知し



ており、Iそれゆえ、諳求人についての保護の要否を判定するべく、
請求人に対｡して病院で検診を受けるように命じているのである。
ところが、請求人に対しでは、本日に至るまセ、一切何らの決定
も通知もなされていない。それゆえ、請求人は、法第･2 4 条第４
項によって、申請が却下されたものとみなして、本件審査請求に
及 ぶ 。

( ２) ． 本 件 変 更 決 定 は 、ﾉ 請 求 人 と ㎜( 以 下 ‘｢ ㎜｣ と い う ．)

を 同 一 世T 帯 で あ る と 認 定 し た う え ぐ ２ 人 世 帯 ど じ て の 生 活 保 護 費

を 支 給 す る と い う も･ の で あ る ．'そ も そ も 、 法 が. 世 耆 単 位 の 原 則( 法

１ ０ 条) レを 採 用 し た の 昧 、' 通 常 、 市 民 が 生 活 を し て い く 上 で 、こ そ

．
の 収 入 や 支 出 は 、 い わ ゆ る 家 計 と し て 世 帯 単 位 で な さ れ て い る こ

とｱ か ら 、. 個 人 単 位 の 原 則･ を 排. 除 し て な さ れ た も の で あ る ． し た が

'7'･･･ ･･‘" ‘"ご'‥‥‥､‾‘‾"'･･"･●･･'-･-･ "'･"･　　●●･'I●･'　　 、　　　 ‥　　･'･　　　　　　　 ●.. ・　fl　.....　.
／ つ て･ 、 世 帯､ の 認 定 の 中 心 と な る べ き 要 件 は 、 家 計 を 同 じ く す る と

いうことであり、同十の住居にいるか否かではない･(『二改Ⅲ 増補 。
●　　
．　　Ｉ　　　　　、　　●生活蓆護法の解釈と運月1』･小山進次郎著)。 ∠‥　　……

本件において。爾名の間にjは。①何ら親籖関係県=なくくこ ②法律ﾉ
上何らの扶養義務関係になく、③住民票上も別世帯であることに
ついてはぐ争い･がない６ その与え、､以下に指｡摘する二よ=う ｼに゙、両名
は、④家計もまったく別である。すな･わち･、両名宍ぱ√そ れ`ぞれよ自
己の収入を各人で･管理も ており√その管理状況にづいで1まミ各人
がそれぞれ家計簿をつけているふ　‥‥‥‥ ノ゙　………
そ､して、家賃。及び、光熱費についてはぐ すべて両名で折半し'

ている。日用品については、基本的には各人がそれぞれ自己の使
用する･も･のを購入･しており'、両名が共通辷使用す｡る物については、
購入費用をずべて 折半している。食事にづい毟は、それぞれアル
バイト先で食べることが多く√二人の食事を一緒に調理すること
はほとんどない。洗濯も原則どして各人がそれぞれ別々jに洗濯し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　　≒
以上の諸､事情からすれば、両名を同一世帯･と｡認定するこ と啅で

きないの･であ･つて、両者はそれぞれ別の世､帯として認定'され、､別
の世帯どして保護が開始'されなければならない。にもかかわ｡らず、
両･名を同一世帯として認定した本件変更決･定は明らかに違法で
あ る亠　／　　／　　:‥‥ ‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥‥j 卜‘ ｀
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（３） ま た、両名 を 同一 世帯 と し 毟認定.し た 本件 変更 決定 は、以 下 に
述 ぺ る点 にお･･い て、不 当 であ る． す なわち．両 名は、まっ たく親

族関.係:に な く、 法律 上 の扶 養 義 務 関 係･に.も ない に もか か わ ら ず丶･　’･
本 件 変 更決 定 は、㎜ を 世帯 主 ゼあ るとみて、㎜ に･対 して ２名

分 の 保 護費 を.支給す る も ので あ っ て、請 求人 に対して保護費を支

給するわけではない．つまり．２名分の保護費を受け取った㎜
がそ れをどのように費消するかについて、.法的 に は．請 求人 に は

何 らの 権 限 もないのであり、万が一、皿 が保護費を個人的に費
△消し.てし ま’つて も、 請 求 人 と し て は如 何と･もしが たい の で あ る √

また、 両人 とも、現在は、それぞれ アルバイト.収入 があ り･、 こ

の ア ル パイント収 入の.一部が 収 入認 定 さ れてい ると ごろ、各人とも
月.に･よ.つて ア ルバ イ.卜 収 入･の金 額 が 変 動する ため √2 人､世帯 とし
‾で 支給 されー でい.る保 護費 の‘ｙ も 、‾い､く ら が㎜J に対し て支払 わ れ√‾‾

い くら が 請求‘人に対して支払われ.たの･か、計算 するこ とが 容易 で
は な･い ． し かも√ 勤･労 に 伴う 必 要 経 費 （万勤 労控除 ）ごにウい ては、
世帯･の な か の’1人 目と ２ 人 目 とで は 、控除さ れる金額が異なうて
いる.･（「生 活保.護法による保 護の実 施要 領について」（昭和３６年４

月１日厚生省発社第↓ ２３号厚生事務次官通知 ズ以下r 厚 生 事務 次
一官 通知よ とい う．） 第７－３ －（４）参照）．それゆえ、㎜ と請
求人とで、支給された２名分の濔 寢費をどのように分配す べきか

を計算 することはほとんど不可能である･．二人 そ れぞ れ が別 々に
･自 立 に向 け て 努力し てい る にも か.かわ らず、両 名 の収 入 が渾 然 一
体 と･な1つて 計 算･さ れて し まう た め、カ･え って、両 名 の 自立 が阻 害

さ れ か.ね ない 結果と な って い る･の で あり √き わめ て 不当 で あ る 。j

（ ４ ） さ ら に 、 本 件 変 更 決 定 が 両 名 を 同 一 世 帯 と 認 定 し だ こ と は 、 以

ご/ 下 に 述 べ る 点 に お い て も 違 法 か つ 不 当 で あ る 。 す な わ ち 、 平 成 １

８ 年 ３ 月 １ ５ 日 に 両 名 が 現 住 所 地 に お い て 同 居 を 開 始 し た 時 点

に お｡い て は ヽ
㎜ に つ い て の み ヽ 単 身 隹 帯 と 七 て ヽ 生 坪 保 護 が 支

給 さ れ て い た 。･つ ま り 、 処 分 庁 も 、 そ の 時 点 に1お い て は 、 両 名 は

別 （々の 世 帯 で あIる と 認 定 し て い た め で あ る。　　　　　　　 ∧
ｙ　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　■　　　■Ｖ　 そ の 後 、一両 名 の 生 活 実 態 は な に も 変 化 が な い に も か か わ ら ず 、

瀋 件 変 更 決 定 時 把 は 、 突 如 と し て 、 従 前 の認 定 を 覆 して 、 両 名 を



（ ５ ）

同 一 世 帯 と 認 定 す る に 至 っ･た の で あ る が 、 こ の よ う に 認 定 が 変 更

さ れ る こ.と に つ い て は 何 ら.の 説 朋 も力･ さ れ て い な い ．二‥‥‥　　 ‥

･．．．　゙●　ヽ 　　　 ．'：･●'　　　　　　　●　、　　　　　･･　ｉ'．．

ま た 、 厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 長 通 知 第 ８ － ３ に 紅 い て 、 保

護 め 開 始 時 期 は 、ｲ｢ 原 賍 と し て 丶`･' ‘
申 請 の あ っ･た 日 以 降 に お い て 要

保 護 状 態 に あ る と 認 定 さ れ た 日｣ と き れ る.． そミ で ヽ
以 下

ヽ 請 求

人 が 保 護 を 申 請 し た 日 及 び 要 保 護 状 態 に な っ た 噸 期 を 述 ぺ る ．

( ６) ｙ 保 護 の 申 請 日 は 平 成iﾌ8 年9ﾚ 月４ 日であ る． なぜ なら、゙ 請 求
■■　　　　　　●　　－　・　　．　　　　　　　'　　　　　　　●

'　 人騅 ．失 職 によ り 生 活 に 困 窮､し てい'たため √セン タ ー･を 初め て訪
れ た平 成‘1､8 年９ 月 ４ 日の 時点 にお い て４生 活 保護の･申請 意思を

卜･ 明､確 に 持 ってい た． 請求 人 は．そ の申請意思に基づき、同iﾖ 、 セ
タ ンク ＝ におい て･√生 体 保 護担 半廠 員 に対､し･､ . ■ 障害■ の判 定

… ……を受 け てい ること、;■ 障 害 に対 す る 職場 の無 理 解 か石 のスト じ
………スや過労により複数 回職場で倒れてしま‘い失職したこと、･就 職活

動 を 行 って い る.も'の の 現時 点 で 就 職 先 が見 つ か っていないごと．
'` 親 族 から の援 助 は困 難 で あ る･ご と√こ れら の事 情に.よ り生 活 に困
＼　窮 し てい る こI･とを･説 明ぐし たう､え で √｢ 生活 保 護 を受 給じ たミい｣ と
口 頭で 述べ √生 活 保 護 の 申 請=行･為 を 行９ だ．･　・　．．‘=……

( ７) 請 求 人 は･． 平 成 １ ８ 年 ９ 力 ４ 日 ． セ シ タ 广 を 訪 扣 る 前 に'、 ㎜

二 ．㎜ を 聶 じ て セ ン タ ー の'障 害 担 当. の ケ ー ス ワ ー､カ ニ り= 事 情 を

'･. 説 明 し て 生 活 保 護 を 万受 給 し な い 旨 を 連 絡 し で も ら､ つ て い･ る ． そ し

て 、ぺ請 求 人 は 、‘ 同Ei 、･ セ ン タ ー に い く 際 、･｢ ㎜｣･ の 施 設

長 で あ る'代 理 人 に 同 行 し て も ら う た ． こ れ ら の 請 求 人 の 行 動 は ．
ｊ　　　　　　　．　　･･　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　．　　　　　　■

同､ 人 の 保 護 の 申 請 意 思 が 同 月 ４ 日 の 時 点 で 明 確 で あ っ た/こ卜と を

裏 付 け て い る Ｑ　　　　　　　　　　‘　　　　　 ●　　　　
・　●　　　　　　　　．　･`ｉ　　　　．

そ し て √ 請 求 人 はj √ 平･ 成1 バ8 年 ９ 月 ４ 日 以 降 、 同 月 亅･3 日 、 同

▽ 月 １ ９ 日j、 同 月 ２ ７ 日 と 短 期 間 に ３ 回 に･も わ た り セ ン タ ー を 訪 れ 、

生 赳 保 護 担 峇 職‘員 にヽ 潸 し 、 保 護･ の 開 始･ をﾌ 早 ぐ し て 欲･ し い と 求‘め て

い る ．レこ れ は 、 請 袁 人 が.、 保 護 の 申 請 行 為 は 同 月 ４ 日 の 時 点 で 完

了 し た と い う 認 識 戔 有 し て い た が' ら に‘他 な･ら な い ．卜･ ．

／　 な お 、 法 に･ は い 生 話 保 護 の 申 請 に つ い て 書 百 に､よ ら 尨 け れ ば な

ノ　 ら な､ い 旨､ の 規 定 ｿば な い との 耄 か らよ 中 請 書 面 の･提 出 は 申 請 の 要 件 で
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は な い(｡ 保 護 申 請 は 要 式 行 奮 で は な い) 。同 法 の 委 任 を 受 け た 生 活 ユ

保 護 施 行 規 則 ２ 条 １ 項 が 「 法 ２ ４ 条 第 １ 項 又 は 第'5 項 に 規 定 す る

と こ ろ の 保 護 の 開 始 又 は 保 護 の 変 更 の 申 請 は 、 左 に 揚 げ る 事 項=を

記 載 し た 書 面 を 提 出 し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。｣ と 規 定 し て い る　　　　　 ｊ

め は 、 保 護 の 要 否 の 一審 査 及 び 保 護 の 実 施 の 事 務 を 円 滑 に･進 め る た

め の 便 宜 に 過 ぎ な い 。　　　 ＼　　　 ：　　　　　　 ‥ ‥　、

請 求 人 の 保 護 申 請 を 受 け 、 平 成 １ ８ 年 ９月 ４ 日 、 セ ン タ ー は 、

請 求 人 の 申 請 を 受 理 し た も の と 認 め ら れ る'。

十　 な ぜ な ら 、セ ン タ･－ ぱ｡､ ■ 鈿 害 ㎜ の 認定 を 受 け 七い る 請 求 人　 ケ

に 対 し て 、 保 護 の'要 否 又 は 程 度 を 判 断 す る た め に 、 専 門 医 に よ る

受 診 を 指 示 し て い る 。 こ の よ う な 指 示( 検 診 命｡令) は 、 。セ ン タ ー　　 ニ

が 。 請 求 人 に よ る 保 護 の 申 請 行 為 が あ っ た こ と を 認 識 し 、 請 求 人

の 保 護 申 請 を 受 理 し てい た か ら こ そﾚな し う る も め で あ る。I

…………し二が･も √セ ンyダｔl の` '担 当 者 は 、-"'請 求 人 に'対-し てご｢ 病 院･に 書 類 を ー'-- ………‘-'

7送 る｣ 、｡｢病 院 に ま だ 書 類 が 届 か な い｣レな ど と 説 明 し て お り 、 セ ン･　 犬

夕 、 か ら 病 院_に 宛 て て｢ 書 類｣ を 送 付 し でヽい る 。　　 し　　　　 十

こ れ は 、 お そ ら く 、 検 診 に か か る麌 用 等 を セ ン タ ー に 請 求 す る

よ う｡に 依 頼 す る 文 書 で あ る と 思 わ れ｡る。･こ の こ と か ら も 、＼セ ン タ　　　　　 ∇
●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　■

－ が 請 求人 の 保 護 申 請 を 受 理 し て い た こ と は 明 ら か で あ る 。　　　　　　 イ

以 上 に よ り 、 請 求 人 が 保 護 の 申 請 を 行 っ た 日 は 、 平 成 １ ８ 年 ９　　　　 卜

月 ４ 日 で あ る 。　ノ　　　　 、　　 二 卜

前 述 の` と お り； 請 求 人･糅･、 生 活 保 護 の 申 請 を 行 っ'た 平 成 １ ８ 年

９ 月 ４ 日 時 点 に お い て 、 失 職 し た 同 年 ８ 月 上 旬 以 降 、 就 職･活 動ﾚを

行 い 何 度 か 面 接 を 受 け た も の の 、ご採 用 さ れ る に は 至 ら な い と い う

;厂状 況･に あ 七､た６ そ･の た め 、 請 求 人 は 。 同 月 の 収 入 が ほ と ん ど な か

っ た 。 し か も 、 当 時 、 請 求 人 に は 、 預 金 も ほ と ん ど 残.rつて､い な か　　　　･ 、

' つ だ 。　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　／

ま た 、 請 求 大 の■'｡ ㎜ 世 帯 は韋 活 保 護 を 受 給 し て お り 、 請

求 人 を 扶 養 す る･こ と卜は 不 可 能 で あ っ た 。▽　　　　　　　　 ダ

／　 よク て'、 生 活 保 護 を'申 請 し た 平 成1  8  ^｡９ 月‘４ 日 の 時 点 で 。 請

ご求 人 は 、 要 保舊 状 態 に あ っ た冫=　　　　　　 卜　　　　　' 、

（.8）　鉄上のと叙､り、請求人の保護申請日は平成１自年９月４日で
‥あり、その時点､で請求人が要保護状態にあることは客観的に明ら



爿

―　

‐－

－

かであ､つた･。よって｡、ご請求人の保護の｡開始日は、･遅くど､も同年９
月４日である、 それかのに、セ･ンター所長は、保護の開始日を同
年↓ Ｏ月し卜日とす･る本件変更決定･を行った。　・　　　‥‥　‥
十従ﾝつて、` ･ド本件変更決定は、保護の開始時雛膏誤っておーり、違法
である。　　　　　　　　　　　　　　j.・　 ＼　　　　　ノ

（ ９ ） 以 上 の と お り 、 本 件 み･な し 却 下 決 定 及び 本 件 変､更 決 定 ぱ 、い ず

’･･ れ も 違 法 かつ 不 当 で.あ っ て 不 服 で あ る ．．パ　 、 － ‥ ‥
‥　　

‥ ‥

ｊ　・　．　’ｺ　　　　　ﾉ．　・ぐ‘･‥　　ン　　　　　　　　　’　　.／

第 ２　 当で庁 が認 定 し･た 事 実 及 び 判 断犬　　　　　　　　
／　 卜

１ 当庁 が認 定 し た事 実:

[ １])∧･ 平し鴆 １ ８年 ３ 月.！ ５･ 白以:降、 諳･求 人ﾉと■ か/穉住擴 地 此おい

て 同居 して い･る･こと 。

なお、･両名’は住民基本台帳上√別世帯で澎り、象た戸籍上、
髑族関帳及び､扶養齢務関悵にヵ いこと○“･　　　ぐ　･:　･/

（2j　 平成 １８ 年 ３･月見 ３･日 付げ でヽ 処命 庁 は● に鉗､レヽ
㎜

二 ■4: か ら の移 管 によ り 、同一年 ５ 月’1） か ら 単 身世 帯 と心 て 保

∧　 護を 開始する旨通知したこと．グ　 ト　　　 ……厂　 、･･ ベ
レ　　　 こ､の時 点 で、 請求 人 は 、鴦 労収 入 があり、保護を受給してい

＼なかり たこと．十．　　　　･ ．･･．．　　　　　　．･．‥‥‥‥ ‥　‥‥

（ ３ ）
｡甼 乕j8 午･9. 非 ４ 日 ヽ 芦 渝 人 は 代 理 人

㎜｡
と･’と も に 、 生

活 保 護 の 受 給 に つ い て 、‘ セ ン タI－ を､訪 問 し た ’こ と 。、　
●Ｉ
．　・　。

・　　　　　　　　　Ｉ　　　　　●　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
請 求 人 は 。 同 日 、 生 活 保 護 を 受 給 し た い と 口 頭 で 述 べ 、 保 護

の 中 灣 を 行 っ たご旨 、 審 査 請 求 貧 に お い･て ノ 述 べ て いｊ･ こ と･。

処 分 庁 の 同 日 付 け の ヶ 一 戈 記 録 に は 、「 ８ 月 中 頃 勤 め 先 で あ る

㎜ （㎜ ）の 部 長 に （ 中 略 ）’｡や め さ せ ら れ た 七 の こ と （ 退

嘛 金 な し ）。 現 在 、 預 貯 金 は な く 、 生 活 茸 な ど は 同 居 人 の･■ に

出 し て も ら っ て お り｡レ 最 後 比 も ら う 給 与 に つ い て も ㎜ 円 程 で

あ る澎 の こ と 。j 「圃 手 帳 （ ㎜･ ） あ る た め 。 通鶩 中 の㎜ こ

ｌ Ｈ Ｐ に 病 状 照 会 し 、＼そ の 回 答 に よ り 判 断 す る 旨 伝 え る 。」 と 記



し載されてIい る ｀f
廴一 と 。

肭－ ●
一 萼 Ｓ ●

（４）十 平成１８年９月５日付けで、処分庁は、医耆法人㎜
｀皿 病院に対じ、’請求人の診療状況について艮会し、同月２９
日天付けで、同病院は処分庁に対し･、軽労働が可能で｡ある旨記載
玉た診療状況についてφ回答書を送付したこと。

（ ５ ）　 平 成 １ ８ 年 １ ０ 月2: 日 、 処 分 庁 は 、’請 求 人 か ら 、 収 入 が な く

＼　 困 っ て い る こ と を 理 由 と し た 保 護 開 始 申 請 書 を 受 理 し た こ とi，

同 日 付 け の 処 分 庁 の ヶ － ス 記 録 に は 、r 就 労 に つ い｡て 、 軽 労 働

ｊ　　　　　　Ｉ　　　　¶　㎜弗 で と の 診 断 に よ り 、 保 護 認 め る こ と と す る 。」 と 記 載 さ れ ｔ い

く る こ と 。　　 ：　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ　　　

・　　・　　　　　　　。　　　　・

（ ６）、い平 成 ±８一年工 寸 月 １ ３ 日 付‥け で 、 処 分庁 は㎜ に対 じ √同月　 －｀-一一’“－－

１ 日 付け で請 求人 を 同一世･帯員 と し て保 護 を 開始 す る 旨 通知し

たこと．　　　　　　 ト　　　　　　　ニ　　　　　．　し　　’
なお、処分庁 はこ･上 記＼（３’） 及 び （ ５） の 請求人の申請につ

いて、請求人宛てに、保護の要否等の決定通知をして.い な･い こ　　 ．．

→ と．ヅ　 ト　 犬　　　　 犬　　　 ト　 ト　　　　　　　　 ノ

（ ７ ） 処 分 庁 が 提 出 し た 弁 明 書 に は 、 生 活 保 護 手 帳 の 「別 冊 問 答 集 問

ｙ３ の 答 え に も 世 帯 員 の ひ と り が 自 己 の 得 た 収 入 四 う ち 若 干･お よ

び 相 当 部 分 を 家 計 の 中 心 者 に手 放 す こ と な く √ 直接 物 資 の 購 入 等

に あ て て い る 事 実 が あ る と し て も 、 そ の こ と は ぞ の 者 を そ れ 以 外

の 者 と 別 世 帯 と し て 認 定 す る 決 定 的 な灑 素 と は な ら な い 、 とﾚあ

る 。」「 同 一 の 住 居 に 居 住 し 、 生 活 を 営 ん で い る の で あ れ ば 同 一 世
I　　　IJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
帯 と 認 定 す る の が 適 当 で あ･る と 思 料 す る Ｏ 本｡件 に つ い て は 有 機 的

な 生 活 共 同 体 が 構 成 さ れ て い る･こ｡と が 推 測 さ れ 、別 世 帯 と 認 定 す

る 根 拠 は き わ め て 薄 弱 と い わ ざ る を 得 な い も の で あ る。」「 保 護 の

開 始 時 期 に つ い て は 、 本 件 に つ い て は 要 保 護 状 態 で あ る こ と が 判

十 定 さ:れ た 日 を も っ て 開 始 し て お り 違 法 性 は な い･も の で あ る 。」 と。
－　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　　■　㎜

記 載 さ･れ て い るこ と 。　　　　　　 づ

２　 判　 断

y,



Ｌ

ｇ－

－
－

－

－

－

-.j･‘･･ ＿、

（ ｌ ） 本 件 審 査 請 求 の う ち･、 本 件 変 更 決 定 に つ い て は 、 次 の と お り 判

・　　　　　　　　　　　　　●･ ｌ　　　
。　　　　　　　　　

■　　　　　　■
断 す る 。　　　　　　 ◇　　　 卜　　　　　　　 卜　　 ／　 ・

①！請求人を㎜ と同一世帯と認定したことに77)いて

ア　 法 第1 01 条 で は 、 「 保 護 は 、 世 帯. を 単 位 と し て そ の 要 否 及 び 程

廩 を 定 め る も の と す る ． 但､ し 、 二こ れ に･ よ り が た い ど き は 、 個 人

を 単 位 と し て 定 め る こ と が で き る ．丁･ と 規 炮 さ れ て い る ．　　 卜

な お､ √ 「 世 帯 」 と は ． 通 常 社 会 生 活 上 φ 単 位 と し て 、 居 住 及 び

生 計 を と も に･ し て い る 者 め 集 ま り を い う が 。I 法 に 規 定 す る 「 世 ’
づ

＼帯 単 位 （?）原 則 厂 に お け る 「 世 帯 」 晧 、 保 篦 が 経 済 的 援 護 を 主 体 ／　　 ＼

宍
と す る と卜こ 二忝ﾒ りご

ら √ 主 に 毒 鞋 の. 同 十 性 膕 着 目 し 七
ヽ-･づ

祉 会 生y 活､ 上 △ 万一‥一一ﾕｰ-･

． 現 に､ 家 計 を 共 同 に し て 消 費 生 活 を 営 ん で. い る と 認 め･.ら れ る ひ と.

｀　≒‘　” ‘　 ．
Ｉ!･

ｊ冫
．　　　　 ・ ン ‘　 ’“ ｊ　．Ｉ　≒　’　 ．　”：･ﾊﾟヽ 　　　 ’･ ”‘　：　　 ｔ　　　　　　　　　 ・

つ の‘ 単 位 を さ 二し て い わ れ て い る と 解 さ れ ｔ い る ．… … …

’　　　 ｀　　　　　’.･“･I･　 ・　y’‘ ●
’
● 
； ”

●･　　　　.’t　
●･.●●●●･.　.・　　　･; ‘‘゚.;･　●　’

.’I’.､ .’ ･ 二’､” ‘　　. ’..゙ .ｊ` .･　　/:　･. 
’　　･. ” ゛

、･　
Ｊ. 

’　　
・　.･.･:･”’

、　　　I
‘　　　　　

・　　 ” ｀

イ　 厚 生 事 務 次 官 通 知 第.1 で は 、 「 同 一、･の 住 居 に 居･ 住 し 、. 生 計 を 一　 二

に し て い る 者 は 、、原 則 と しT （ 同 一 世 帯 員 と し て 認 定 す る こ と ．）

と 規 定 し て い る が 、 こ れ は 、 生. 計 を 一 に し て い る か 否 か の 認 定

が 主 と しTt 事 実 認 定 の 問 題 で あ る= と こ ろ か. ら･ 、 比 較 的 事 実 認 定　　 、

●･･　 “1.　･fII ，III　・
゜ ゜

、
・　.I “･　丶I･　　1･ ●‘･ ●･’●　゚ 　 ●゚♂‘゚ ゜･ ’　　　 ●が 容 曷j な 同 Ｔ 居. 住. と ヤ う. 町 安 濠 あ わ 蓆 て も. ち り る. こ と;上 し た も　　 二

’ ．　 Ｉ　　　　 ．’　 ・　●　．Ｉ●　・　・　 ‘　．　　　　♂●　　　　　　　 軋　’l’ ●･　● ‘ 4　　　.1
の で あ る ． 他 に 重 要 な も の と し て は 、 居 住 者 相 互 の 関 係 （ 親 族　　

‥
＼

二関 倅 の. 有 灘 、 痺 密 性 ） が. あ る が 、..判 定 が 困 難 な. ケ ダ 不 に っ い 毟 ‥ ‥‥　 ‥‥

Ｕ; ． 更 に 消 費 財 及 び 翫 － ビ ス の 共 同 珊 入 、 消 費 の 共 同 、 家 事 労　　　 二

＼働 の 分 担 √ 戸 籍 ・ 住 民 基 本 台 帳 の 匐 載 事 実 等 Ｑ 事 実. 関 係 の 正 確 ’

■　　　　　　　　　 ●．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　ｌ　　・　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　 ．
］ な 把 握 に･ 基 づ き 、 嶂1 々 収 事 舞 に 即 し. て 適 正 な 世 帯 認 定 夸 行 う こ
．’・　 ・　　 ．　’　Ｉ　　　　･ 、 ’丶　　　・　●　ｌ　ｙ･●．’．　　　Ｉ．･:･ ・　．　“
と と さ れ て い ｊ ）． ．･．･ ．・･　　　　　　･ ．

．･･　･･　･･
．
‥
‥
‥ ‥

ウ　 ．･と こ ろ･ で 、 生 劔 保 護 手､ 帳 の 別 冊 問 答 集 問 ３ の 答 え にjj;･ 、 設 問
●　●●　:.、 ’　･≒. ’゙･　　　　’　　.　　　 ” ’I.‘ ”. ” ’ 1;.゛.●　I,l.

に お 卜 て は 、 甲 √ 甲 の 子 乙 及 び 丙 の 三 人 世 帯 に お､ い て 、、甲 の 発
’･･　 ．Ｉ　　　　　　’、　　゙ √　　　・　●’　●．’゙ ’ ｉ　． ．． ‘ ．’　　|･ ●．●●●

病 に よ り 、 乙 の 給 与 収 入 が 世 帯 の 唯 顋 の 生 計 源 と な ９.て い る こ.･

と √ 乙 が 購 入 し た 物･資 を 世 帯 員 が 共 同 で 消 費 し て い る こ と 等 の

事 実 が み ら れ 、、甲 √ 乙 及 び 丙 の ３ 人 を も ら て 有 機 的 な 生 活 共 同



- -
= = = ･ = － = ・

体が構成されていることが推察されることから、甲及び丙と乙
とを別世帯と認定する根拠は極めて薄弱であるとい･わざるを得
ないとされている。　　　十

エ　 そこで、処分庁 は、前記第２の１の（７）の認定事実のとおり

生活保護手帳φ別冊問答集問βj)答えを引用し、諳求人と㎜ が ゛･
別世帯と認定Teきない旨主廛するが√当該事例については、上記
（φ）のとおり申の子である幺の｡給与収入が世帯。生計翻であり、
乙が購匸入した物資を親族関係にある世帯員が共同でl消費してい
ること等の事実がみられることから、本件とは異なIる事例であっ
て、参考とすべき事例にはならないと考えられる。　　ヽ

オ･ 本 件･ の 場 合 、 前 記 第 ２ の １ の （･1 ） の 認 定 事 覓 の と お り √ 請 求
・　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･|

人 と 皿 は ご ま ごず マ ベ χ）一住 民` 基 本 合` 一帳 上 √ ∇肘 世 著 で ’あ ’るここ. ど √ ② 親- 一

族 閧 朦 に･ な い こ ど 、 ③ 扶 養 義 務 閧 係 に な い ご と 、 が 認 め ら れ る た

Ｉ　　　　　　　　　　　 ．　　　　　 ・　　　　　　　　 Ｉ
め 、 居 住 者 相 互 の 関 係

．
（ 親 族 関 係 の 有 無 ． 濃 密 性 ） に お･ い て 、 諳

求 人 と
■

が ヽ 同 一ゞ居 住. で あ る こ と を･ も ７ て
ヽ

た だ ち に 桐 一 世 帯

で あ. る と 判 断 す る の は 無 理 が あ る ．･ 次 に ’、 前 記 （ ア ） 及 び （ イ ）
●　　・　　　・　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

の と お り･ 、 「 世 帯 」ノ は ４ 社 会 生 活 上 現 に 家 計 を 共 同 に し て 消 費 生

■　φ-　●　　　冫
、　　 ．　　　　　　 ・　　

●Ｉ　●　　Ｉ　　・　　．　　　ＩＩ ●　　　　　 ●　　　　Ｉ　　　 Ｉ　　　・
活 を 営 ん で い る と 認 め ら れ る ご と が 必 要 で あ る が 、 こ れ に･ つI い で

●　　
． １　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　●　●　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　 ． ●・ は ミ 家 庭 訪 問 等 に よ り 、 請 求 人 ら の 居 住 実 態 を 把 握 し 、 家 計 簿 等

の 提 示 を 求 め て √ 消 費 生 活 の 実 状 を 把 握 し て ご 現 に’家 計 を 共 同 に

し て 消 費 生 活 を 営 ん で い･ る と 鰓 め ら れ 奇 か 否 かJ を 判 断 す べ き と.･

こ ろ 、 処 分 庁 は こ れ ら の 必 要 な 調 査 を せ ず に 、 本 件 変 更 決 定 を 行

∧ ？ だ も の 妣 認 め ら れ る ご･　　　　　 犬　
グ　 ＼

ヵ/ ま た 、 処 分 庁 ほJ、 前 記 第 ’2めlg ）‘（1 ）I友 ぴ （ ２ ） の 認 定 事 実

の/と お り 、 請 求 人 と ㎜ が 、･向 一 住 居 で 生 活 じ て い た に も か.か 琵

ら ず 、 ㎜ の 単 独 世 帯 と し て 保 護 を 開 始 し た こ と が 認 め.ち れ 、 処
■　　　●　　　　．Ｉ　　　　・　　　　　　　　　　●ａ　　　　　｜イ芬ぼ が 両 名 が･有 機 的 な 生 活 共 助 体 七 あ る と は み て い な か っ た に

＼も 関 わ ら ず 、本 件 変 更 決 定 に″おヤ で 同２ 世 帯 と し て 扱 っ た こ と は 、

恣 意 的 で あ る と い わ ざ る を 得 な い０　、　　　’　　　　　　
■　　　■㎜　　　　㎜

キ し た が って 、本件 変 更決 定 については取り卜躋すのが妥当である

~ 9--



と判断する．．０
・″

②　 １０月１日より保護を開始した こと について

ア　 法 第 ７ 条 は 、「 保 護 は 、 要 保 護 者 、 そ の 扶 養 義 務 者 又 は そ の 他

め 同 居 の 親 族 の 申 請 に 基 づ い て 開 始 す る も の と す る ．･. ‥ 略 ‥･ 」
.　　・　　　　　　●　　　I●I　　　　　　　I・･¶.゚ 　　`と 定 め ら れ て い る ．　 ． ダ　　　 ．　　 匸　　　　 … ……

イ　 法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 彗 √｢ 保 護 の. 実 施 機 関 は ． 保 護 の 決 定 又 は 実
ｌ　　　　　　　　　　　．　・　　　　Ｉ ．゚ ●　･．　　　　　　　　●･　●　･●１　　　　　　　●

施 の た め 必 要 が あ る と き は 、 要 保 護 者 の 資 産 状･ 況 、.健 康 状 態 そ の

他 の 事 項 を 調 査 す る た め に 、 要 保 護 者 に つ い て.、 当 該 職 員 に 、 そ

の 居 住 の 場 所 に 立 ち 入. り 、 こ れ ら の 事 項 戔 調 査 さ. ぜ √ 又 は 当 該 要
｀'゙ " ＾　･ ‾゛ ‘　　●｀.‘゙ ' ‾　‾‾－ －'‘` －7- 一一.-７'`゛.-'-゙ '.'･一'二;･ ｀・' ‘一　匸｀･厂 一一y`／　　 ゜　.
保 護 者 に 対 し, て ． 保 護 の 実 施 機 関 の 指 定 す る 医 師 若 し く は 歯 科 医 Ｉ

師の検診を受けるべき旨を命じることができる。亅 と規定してい。

る９　。　”　　　　　　　一　　　　”　　　 ”

ｳ ＼ 法 施 行 規 則 （ 昭 和 ２ ５ 年 ５ 月 ２･O 日 厚 生 省 令 第 ２ １･号 ） 第 ２ 条

第 １ 項 は､･ 「 法 舞 ２ ４ 条 第.1 項 ヌ は 篳 ５ 項 に 規 定 す る. と こ ろ の 保

護 の 開 始 又 は 保 護 の 変 更 の 申.諳 は 、左 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 書

面 を 提 出 し て 行 わ な け れ ば な ら な い ６（ 以 下 略 ）」 と の み 定 め て い

る ．　　 ノ　　 ‥　　　　　　　　 ／　　　　　　 … ……… … … … ／

卜し か し な が ら･、j法 上 書 面 を 要 求 す る 条 項 が な い こ と や 、 困 窮 の

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　1･
レ 程 度 に 応 じ 必 要 な･ 保 護 を 行 う な ど と す･ る 法 律 の 組 曹 か ら み で も

非 要 式 行 為 で あ る と 解 す べ き で あ る ．
●●1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　I●･j　　　. ■

コ た だ し 、 崋･ に 申 請 者 が 車 請 を す 名 血 思 を 有 し 弋･ い た と いう ｊ ）み
・　　　　　　　Ｉ　　．　Ｉ　　　’　　　 Ｉ　　　　”　　　 ●　　　●　　●ＩＩ●●　

． 
■で は 足 り ず 、 申 請 者 に よ っ て 、 申 請 者 の 意 思 を 明 確 に 表 示 す る こ

と に･ よ り 、 保 護 申 請 が 行､ わ れ た か ど う か を 客 観 的 に 見 て も 明 ら か

に し て お く. こ と が 求 め ら れ て い る ○ ．　‘･． ･･　　　 ・　．　．
丶

エ　保護の開始時期についでは、「生活保護法による保護の実施要
∧領について」（昭和3/8 年丿 月１日社発第２４６号厚生省社会局



゜ ９ 丶 ｀ ・ 加 ＝

長通知．一以下「局長通知」という．）第･8－3 において「保護の
開始時期は.、急迫保護の場合を除き、原則とし濮 、．申請のあった
日以 降において.要保護 状` 態にある と判定さ れた.日､とす るこ
と．‥.･略‥･」とされている．　　　　　　　　十

オ　本件の場合’、前記第２の１の（３）の認定事実のとおり、｡平成
‘　１８年９月４日、請余人は代理人㎜ と（ もに、｡生活保護の
受給について、センターを訪問し、請求人は。同日、生活保護を
受給したいと口頭で述べ。保護の申請を行っていることから、保
護の開始は同日付けである旨√主張している。　　　　－　　　卜
丁　Ｊ 方、処分庁は、請求人が、平成１ ８年 １０月２日、保護開始
卜 申請書･を提出し、処分庁は､、同月１３日に、同月１日付けで変更
決定したと主張している。　　　　　　　　匸　　っ

-･==-=-IJ=･･-=a-- ●¶ ■-■-●-¶------ ●--- ¬ ●-’四･F ■･II･■I●丶 ●●II ●I-｡,-- ■･･I･- ･ ･　　･I ¶-a-　･･ala ㎜皿･･････････r - ■･=･- ･=･　
■　 ■■I･　　　 ・　 ・　･･｡･

前 記 第2./ の １ の （ ３ ）- か ら （ ５ ）

，
の 認

定 事 実 並 び に 前 記 （ イ ）

な い し（ 刈 の と お り 、処 分 庁 の ヶ － ス 記 録 に よ る と 、請 求 人 は 、

現 在 預 貯 金 が な く √ 生 赳 費 な.･ど は 同 居 人 の ㎜ に 出 し で も ら っ て

い る 旨 述 べ た こ と か ら √ ９ 月 ４ 日 の 翌 日 付 け で 、 保 護 の･要 否 を 決

定 す る た め 、.病 院 に 対 し 請 求 人 の 稼 働 能 力 等 に つ い て!調 査 し 、 調

査 結 果 に よ り 要 保 護 状=態 に 屬 る と 判 定 し て い る こ と が 認 め ら れ

る ．　　　　　　　　　 ‘

こ の こ と か ら 、 ９ 月 ４ 日 の 時 点 で 、 処 分 庁 は 、 請 求 人 よ り 明 確

な 申 請 の 一意 思 表 示 が あ っ た と 認 め て 、 調 査 に 着 手 し て い る と 解 さ

ざ る を 得 ず 、 処 分 庁 が １ ０ 月 ２ 日 の 時 点 で 初 め て 保 護 の 申 請 書 を
●､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●嘔

受 理 し た こ と は 不 適 切 で あ る ．　　　　　
■　　■　　　　　㎜　I-　　

・　－　　.　・

ヵ　 し たIが っ て 、 こ の 限 り お い て 、 １ ０ 月 １ 日 か ら と す る 本一件 変 更

決 定 は 取 り 消 す､の が 妥 当 で あ る と 判 断 す る。
Ｉ　　Ｉ●　　　　　●¶　　　　。　 ’　　　　　　　　　　　　－

（３）　本件審査請滾 のうち、1本件み.なし却下決定の取り消しに係､る部
分については、前記第２の１の（３）．（５）及び（６）の認定事

実のとおり、処分庁は、請求人からめ保護申請に.対しｔ 請求人に
応答しておらず、その限りにおいて瑕疵が認められるが、請求人

'¶- 丶 - X I 皿 ･ ・
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卜 叭 ．

の主張は、平成１８年１０月１３日付けで処分庁が行った本件変
更決定について判断すれば足りると解されることから、この点に
ついての審査請求は棄却する。ニ　　　　　　ニ　。

以上の理由により、行政不服審査法舊４０条第２項及び第３項の規定
を適用して主文のとお｡り裁決する。　　　　　　　　　六　＼　　二

平成２０年６月３日

教

審j1 庁ニーえ阪 府 知 事‥　楹,下-

－不

こ の 裁 決 に 不 服 が あ る と き は 、 こ の 裁 決 が あ っ た ご と を 知 っ た 日 の 翌

日 か ら 起､算 し て ３ ０ 日･以 内 に 、 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る こ

と が で き･ま す （ な お 、 裁 決 が あ っ たﾚこ と を 知 っ た.日 の 翌 日 か ら 起 算 し て
.　　　　　　‥I　　”　　 广　・　　　　　　　　　　　：　　　．

３ ０ 日 以 内 で あ っ て も √ 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て1 1 年 を 経 過

I●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　　　　　　　　・IIす る と 再 審 査 請 求 を す る こ と.が で き な く な り ま す ．）･．

ま卜た ． こ の 裁 決 に つ い て は 、 こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ凌 日 の 翌 日

か ら 起 算 し て ６ 箇 月 以 内 に 、 と の 裁 決 の 前 提 と な る 決 定 を し た 市 を 被 告

と し て （ 訴 訟 に お い て 市 を 代 表 す る 者 は 市 長 と な り ま す ．） 決 定 の 取 消

し､の 訴 え を 、 あ る い は 大 阪 府 を 被 告 と し て ’（ 訴 訟･に お い て･大 阪 府 を 代･表
●　　　　　　　　　　　　　　　ｉ・　　　　　　　　　　　　　　－

す る 者 は.大 阪 府 知 事 と な り ま す ．）/こ の 裁 決 め 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る

こ.と が で き ま す （ な お 、 裁 決 が あ っ た こ と を 知 う た1日 の 翌 日 か ら 起 算 恚

て ６ 箇 月 以 内 で あ っ て も 、 裁 決 が あ っ た 日 の 翌 日 か･ら 起 算 し て １ 年 を 経

過 す る と 決 定 及 び 裁 決 の 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で き な.く な り

慟　　　　　Ｉ　　　
．　　　　　．

ま す ．）．　 １　　　　　　　　　　 二　　　 し　　　　 ．　　　　 卜

■l － 〃 － 4 ･ -


